
行
政
協
力
員
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
　
自
治
会
か
ら
の
要
望
は
52
件�

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３
で
　�

　
　
し
ょ
っ
つ
る
鍋
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得�

生
薬
栽
培
事
業「
カ
ミ
ツ
レ
、ウ
イ
キ
ョ
ウ
、�

　
　
　
　
　
　
キ
キ
ョ
ウ
」の
種
子
を
採
取�

バ
ス
乗
車
券
類
購
入
補
助
事
業
　
　
　�

　
販
売
件
数
が
１
年
間
で
９
１
０
件�

�

八峰町12月議会定例会�

町長の行政報告を�
　　　 お知らせします�

　八峰町12月議会定例会が11日から13日までの会期で開かれ、町長

の行政報告や一般質問、補正予算の議案審議などが行われました。

　町長の行政報告の中から主なものをお知らせします。�

12
月
議
会
定
例
会
に�

　
　
　
提
出
し
た
主
な
議
案�

八
峰
町
諸
収
入
金
の
督
促
手
数
料

及
び
延
滞
金
の
徴
収
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て�

八
峰
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て�

八
峰
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て�

八
峰
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て�

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算�

５
８
０
４
万
９
千
円
を
追
加�

主
な
歳
出�

生
活
バ
ス
路
線
及
び
マ
イ
タ
ウ

ン
バ
ス
維
持
費
補
助
金
、
Ｌ
Ｇ

Ｗ
Ａ
Ｎ
機
器
更
新
経
費
、
蝙
蝠

淵
地
区
共
同
受
信
施
設
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
導
入
工
事
費
、
灯

油
購
入
費
助
成
金
、
除
雪
関
係

経
費
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急

支
援
事
業
補
助
金
、
林
業
施
設

災
害
復
旧
事
業
関
係
経
費�

平
成
25
年
度
八
峰
町
介
護
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算�

平
成
25
年
度
八
峰
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算�

平
成
25
年
度
八
峰
町
沢
目
財
産
区

特
別
会
計
補
正
予
算�

平
成
25
年
度
八
峰
町
営
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算�

平
成
25
年
度
八
峰
町
営
診
療
所
特

別
会
計
補
正
予
算�

八
峰
町
沢
目
財
産
区
管
理
委
員
の

選
任
に
つ
い
て�

�

県
代
表
と
し
て
町
給
食
セ
ン
タ
ー
が
　
　
　�

全
国
学
校
給
食
研
究
協
議
大
会
で
研
究
発
表�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た「
公
開
授
業
」と�

　
　
　
　
　「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催�
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秋
の
行
政
協
力
員
会
議
を
11
月
15
日
峰
栄
館

で
開
催
し
、
各
自
治
会
か
ら
出
さ
れ
た
道
路
改

良
な
ど
の
要
望
52
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
町

の
考
え
方
を
示
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。�

　
要
望
に
対
す
る
意
見
交
換
の
ほ
か
、
町
か
ら

は
町
道
の
冬
期
間
閉
鎖
箇
所
や
小
型
除
雪
機
械

の
貸
出
事
業
な
ど
を
説
明
し
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。�

���

　
昨
年
10
月
か
ら
今
年
の
９
月
末
ま
で
の
バ
ス

乗
車
券
類
購
入
補
助
事
業
の
購
入
件
数
は
、
９

１
０
件
、
販
売
額
は
４
４
４
万
３
千
円
と
な
っ

て
お
り
、
前
年
に
比
べ
販
売
件
数
で
18
件
減
少

し
た
も
の
の
、
販
売
額
で
は
29
万
５
千
円
伸
び

て
お
り
、
順
調
に
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
秋
田
県
生
活
バ
ス
路
線
等
維
持
費
補

助
金
は
、
運
営
収
支
が
ま
と
ま
り
補
助
金
額
が

確
定
し
ま
し
た
が
、
燃
料
費
の
高
騰
や
車
両
維

持
費
の
増
加
な
ど
で
経
常
費
用
の
低
減
が
進
ま

ず
、
補
助
金
の
申
請
額
は
、
大
久
保
岱
線
で
若

干
減
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
岩
館
線
は
、
前
年

に
比
べ
79
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

���

　
11
月
30
日
と
12
月
１
日
に
東
京
築
地
本
願
寺

前
広
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
秋
田
鳥
取
う

ま
い
ぞ
！
ハ
タ
ハ
タ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１

３
」
の
新
企
画
、
「
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
―
１
グ
ラ
ン
プ

リ
２
０
１
３
」
で
、
八
峰
町
ブ
ー
ス
で
販
売
し

た
八
峰
町
関
東
ふ
る
さ
と
会
の
「
本
場
ハ
タ
ハ

タ
入
り
し
ょ
っ
つ
る
鍋
」
が
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ

を
獲
得
し
た
ほ
か
、
本
町
鈴
木
水
産
の
「
ハ
タ

ハ
タ
メ
ン
チ
カ
ツ
」
も
２
位
と
な
り
、
「
ハ
タ

ハ
タ
の
里
八
峰
」
を
全
国
に
売
り
込
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
八
峰
町
関
東
ふ
る
さ
と
会
の
神

馬
会
長
は
じ
め
関
係
各
位
に
対
し
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

���

　
生
薬
の
試
験
栽
培
は
今
年
度
か
ら
町
の
農
園

で
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
栽
培
品
目
は
カ

ミ
ツ
レ
、
ウ
イ
キ
ョ
ウ
、
ト
ウ
キ
、
セ
ン
ブ
リ
、

キ
キ
ョ
ウ
、
セ
ネ
ガ
、
オ
タ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
、
カ

ン
ゾ
ウ
の
８
種
類
で
す
。
こ
れ
ら
の
生
薬
は
、

収
穫
で
き
る
ま
で
の
期
間
が
１
年
か
ら
５
年
く

ら
い
ま
で
と
様
々
で
す
。
ト
ウ
キ
と
セ
ネ
ガ
は

６
月
に
播
種
し
た
も
の
の
芽
が
出
な
い
結
果
と

な
り
、
果
た
し
て
町
に
適
す
る
の
か
ど
う
か
、

全
品
目
に
つ
い
て
収
穫
す
る
ま
で
の
検
証
が
必

要
で
す
。�

　
収
穫
ま
で
の
期
間
が
比
較
的
短
い
カ
ミ
ツ
レ

と
ウ
イ
キ
ョ
ウ
、
キ
キ
ョ
ウ
に
つ
い
て
は
、
今

年
の
栽
培
で
若
干
の
種
子
を
採
取
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
来
年
は
こ
の
種
子
を
基
に
栽
培

面
積
を
増
や
し
、
種
子
を
確
保
し
た
上
で
、
な

る
べ
く
早
い
機
会
に
農
家
の
方
々
の
栽
培
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
農
林
水
産
省
で
は
、
薬
用
作
物
の
試
験
栽
培

等
を
通
じ
て
新
た
な
産
地
を
創
出
し
、
国
内
生

産
量
を
拡
大
し
よ
う
と
、
平
成
26
年
度
か
ら
の

新
規
事
業
と
し
て
「
薬
用
作
物
等
地
域
特
産
作

物
産
地
確
立
支
援
事
業
」
の
概
算
要
求
を
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
町
の
試
験
栽
培
が
、

補
助
事
業
と
し
て
実
施
で
き
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

���

　
当
町
の
３
小
学
校
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

５
年
生
を
対
象
に
、
24
年
度
か
ら
は
そ
れ
を
６

年
生
ま
で
拡
大
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
電
子
黒

板
や
様
々
な
情
報
機
器
を
用
い
た
い
わ
ゆ
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
実
証
実
験
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー

プ
と
の
連
携
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
小
学
校
と
中
学
校
の
全

学
年
、
全
教
室
に
大
型
電
子
黒
板
と
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
導
入
し
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
実
践
を

参
考
に
、
学
力
向
上
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
日
常

的
な
活
用
の
在
り
方
を
模
索
し
始
め
た
と
こ
ろ

で
す
。�

　
こ
れ
は
全
国
的
に
見
て
も
画
期
的
で
最
先
端

の
取
り
組
み
と
言
え
る
施
策
で
す
。�

　
今
年
度
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
連
携
事
業
の
最
終
年

度
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
の
成
果
の

確
認
及
び
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
方
向
性
を
探

る
た
め
に
、
11
月
23
日
土
曜
日
、
八
森
小
学
校

を
主
会
場
と
し
た
公
開
授
業
と
「
確
か
な
学
力

向
上
に
つ
な
が
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
在
り
方
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
フ
ァ
ガ
ス
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
秋
田
県
で
は
初
め
て
計
画
・

開
催
い
た
し
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
県
内
外
か
ら
教
育
関
係
者
を
中
心

に
約
２
２
０
名
も
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
成
功�

�����������������

裏
に
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
す
る
こ
と
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
高
い
こ

と
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
八
森
小
学
校
に
水
沢
小
と
塙
川
小

か
ら
の
ク
ラ
ス
も
参
加
し
、
全
部
で
８
ク
ラ
ス

の
授
業
を
公
開
し
ま
し
た
。
学
年
に
よ
っ
て
は

２
学
期
か
ら
初
め
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
触
れ
た
ク
ラ
ス

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
限
ら
れ
た
期
間
に

努
力
し
て
立
派
に
公
開
授
業
を
さ
れ
た
先
生
方

に
対
し
ま
し
て
は
、
心
か
ら
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。�

　
な
お
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
色
々
貴
重
な
意

見
を
賜
り
ま
し
た
が
、
授
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
に
つ
い
て
現
状
で
は
ま
だ
ま
だ
試
行
錯

誤
の
段
階
で
す
。�

　
わ
が
町
は
、
幸
い
他
に
先
駆
け
て
設
備
の
導

入
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
今

後
さ
ら
に
活
用
方
法
の
改
善
を
図
り
、
児
童
生

徒
の
能
力
向
上
の
た
め
、
効
果
的
に
役
立
て
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。�

���

　
文
部
科
学
省
主
催
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ

く
む
食
育
の
推
進
と
学
校
給
食
の
充
実
を
主
題

と
し
て
、
第
64
回
全
国
学
校
給
食
研
究
協
議
大

会
が
、
去
る
10
月
31
日
と
11
月
１
日
に
三
重
県

津
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
大
会
に
、
秋
田
県
代
表
と
し
て
八
峰
町

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
選
ば
れ
、
「
地
場
産
物

を
活
用
し
た
学
校
給
食
の
充
実
」
に
つ
い
て
研

究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。�

　
今
回
の
全
国
大
会
で
発
表
す
る
機
会
を
得
る

事
が
出
来
ま
し
た
の
は
、
学
校
給
食
に
お
け
る

地
場
産
物
の
使
用
率
が
、
常
に
秋
田
県
の
上
位

に
あ
り
、
地
場
産
物
生
産
者
の
協
力
、
各
学
校

の
食
育
の
実
践
、
八
峰
町
食
育
推
進
計
画
に
お

け
る
家
庭
・
学
校
・
地
域
等
の
食
育
の
推
進
が

評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
後
も
、
学
校
給
食
に
は
地
場
産
物
の
活
用

を
図
り
、
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め

ま
す
。�


